
差枚 約+1000枚 RANK B

実戦機種

パチスロ北斗の拳天昇、SLOTバジリスク～甲賀忍法帖～Ⅲ、
パチスロディスクアップ

実戦レポート

パチンコ・パチスロを打ち始めて20年以上経つが、間違いなく去年が今までで一番負けた。そ
して、その2019年の勢いそのままに、2020年も気付けばこの「S級スロッター」でさえ5連敗中
である…。年明け一発目に見事な勝利を収めて「行ける！」と思ったのが遠い昔のようだ。

しかし、どんなに負けても一晩寝れば「よし、今日は勝つぞ」とリセットされるのが、我ながら都
合のいいスロッター脳である。いくら5連敗中だといっても、今回のお店に限って言えば、今年
最初の実戦だ。まずは入場抽選に願いを込めて…んっ、「17番」！ これはもしかすると、この

店で今まで引いた中で一番良い番号なんじゃないか？（違ったらすまん） この位置なら、狙
いさえ間違えなければ勝利はもうすぐそこだ。全台系か？ それとも末尾狙いか？

いつも以上に悩みながら、打ちたい機種ではなく勝てそうな機種を優先して選んだのは、「パ
チスロ北斗の拳天昇」。設定6の分かりやすさと安定感、6じゃなかった場合の見切りやすさ、

どれを取っても非常に優秀で、かつ高設定の投入パターンが特徴的なこの店で導入以来ま
だ一度も全台系になっていないのだ。自分より前に入場した1人がこの機種に座っていたのも

プラス材料だ。これがガラガラだったなら、自分の予想が他人と全く違う的外れなものだとい
う可能性が高まってしまうからな。

さて、まずはとにかく激闘ボーナスを当てて、その3連戦を突破できるかどうかである。最初の
当選は400G台の断末魔ゾーンからで、73％…勝利、65％…勝利、67％…負け。ぐぬぬぬ…3戦
目まで到達しての負けは精神的に堪えるぜ。ま、まぁ、6でもいきなり負けることだってあるわ
な。とりあえずもう1セットは無条件で挑戦せざるを得ないわけだし。んで、2回目の激闘ボー
ナスは200G手前の世紀末ゾーンから。70％…勝利、55％…負け。ぬぉぉぉぉ、2連敗！ これ

はかなりヤバい。それでも自分の台だけならまだ薄い望みにかけて続行できなくもないが、他
の天昇も全然ラッシュに入っていないのだ。開始1時間足らずで、万策尽きた瞬間であった。

店内はまだ、どの機種が高設定なのかハッキリしていない状況だが、つまりは可能性が残っ
ている人たちはヤメないってことだ。数十分ほど店内を歩き回り、ようやく座れた「バジリスク
Ⅲ」がいきなり周期を連続スルーして、さらに数十分後に見つけた「ディスクアップ」。そう、今
日は「勝てる機種」を優先するって最初に言ったっけな…。一応、この店ならディスクアップに

高設定が入る可能性もあるので、希望を持って打ち始めたが、設定差のあるボーナスや小役
は最後まで低設定であった。でも、出玉は1500枚ほど獲得できて逆転勝利。精一杯のB級か。
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